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1.1背 景

1.緒 言

新 た に公 示 され た学 習 指 導 要 領(文 部科 学 省,

2017)に お いて,「 何 が で きる よ うに なるのか」 と

い う観点か ら,育 成 を目指す資質 ・能力 の三つの柱

と して,① 生 きて働 く 「知 識 ・技能」 の習得,② 未

知の状 況 に も対応 で きる 「思考力 ・判 断力 ・表現力

等」 の育成,③ 学 び を人生や社会 に生 かそ うとす る

「学 びに向か う力 ・人間性 等」が示 され た.ま た,「ど

の ように学ぶか」 について も 「主体 的 ・対話 的で深

い学 び」の実現 に向けた授 業改善 を進 めてい くこ と

が示 されている。そ して「主体的 ・対話的で深い学び」

の実現 のための具体 的 な学習 ・指導方法 については,

限 りな く存在 しうる ものであ る とした上 で,教 員 自

らが不断 に見直 し,改 善 してい くこ とが重要だ と し

ている(文 部科 学省,2016)。

この ように,今 日 「主体 的 ・対話 的 で深 い学 び」

の実現が求め られる中で,そ の具体 的 な学習 ・指導

法について多 くの研 究が なされ ている,そ の一つ と

して,ジ ョンソ ン らに よっ て提 唱 され た 「協 同学

習」が挙 げ られ(例 えば,前 島 ・久保,2016;寺 本,

2016),ま たそ れは,言 語活動 の充 実 を図 る方法 と

して も注 目されて いる(例 えば,中 ・中谷,2014;

阿部,2014).

1.2協 同学習につ いて

1.2.1協 同学習の定義

杉江(2004)は,協 同学 習 は 「学習集 団の メンバー
一人 ひ とりが よ りよ く成長す る ことを

,メ ンバー全

員が目標に して学ぶこと」とした上で,そ れは 「基

本的な考え方」であ り 「グループ学習が協同学習で

はない」 としている。関田 ・安永(2005)は,「 互

恵的相互依存関係の成立」「二重の個人責任の明確

化」「促進的相互交流の保障と顕在化」「『協同」 の

体験的理解の促進」の4つ の条件を示 し,ジ ョンソ

ンら(2010)は 基本的構成要素として 「互恵的な協

力関係(肯 定的相互依存〉」「個人の責任性」「相互

作用の促進」「社会的スキル」「グループ改善の手続

き」の5つ を示 している.

このように,定 義は研究者によって様々であるが,

基本的な考え方には共通点が多 くあることを踏 ま

え,本 研究ではジョンソンらの提唱する 「基本的構

成要素」に着 目し,そ れ らを組み込んだ学習活動を

協同学習と捉えることとする.

1.2.2協 同学習の成果

杉江(2004)は,協 同学習において 「学習者の習

得が高まるだけでな く,仲間 との相互作用を通して,

対人的側面,学 習技能の側面など,豊 かな同時学習

も期待できる」としている.ジ ェイコブズら(2006)

は,協 同学習における成果 として 「学業成績の向上」

「学習意欲の向上」「自分の学習についての責任感の

増大」「色々な生徒を受容する態度の向上」「協調的

技能の向上」「学習 ・態度・仲間への態度の向上」「様々

な見方を認めた り,考 えたりする能力の向上」など

を挙げている.ま た,ジ ョンソンら(2010)は,協

同学習の成果を 「達成のための努力(学 業的成果)」

「肯定的な対人関係(人 間関係の改善)」「心理的適応・

社会性能力(社 会性や情意的発達)」 の3点 に集約

している.
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